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研究成果の概要（和文）：平成23年度～25年度の研究期間内において、鎌倉芳太郎ノート全82冊の撮影とデジタルデー
タ化を完了した。また、紅型型紙資料の赤外線撮影を完了した。これらの成果に基づいて鎌倉芳太郎資料の公開用ホー
ムページ編集作業を進めた。その内訳は、刊行済みノートのオリジナル写真4371点、鎌倉芳太郎撮影写真1113点、紅型
型紙1414点である。これらに基づいて検索機能付き公開用ホームページを作成、公開した。またこれらの成果の一部を
『鎌倉芳太郎資料「文書資料」目録』として刊行した。

研究成果の概要（英文）：Through the period of 2011-2013, I have completed photographing and digitizing of 
81 Notes of Kamakura Yoshitaro, as well as infrared photographing of bingata paper patterns. Based on the 
data collection, I established and edited the Internet website to post Kamakura Yoshitaro material. It inc
ludes 4,371 original photographs of his published notes, 1,113 photographs he took, and 1,414 bingata pape
r patterns.I opened the website with a search engine. In addition, a part of the data collection was publi
shed as Kamakura Yoshitaro Material Document List.
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１．研究開始当初の背景 
 人間国宝（重要無形文化財保持者）指定の
紅 型 作 家 と し て 著 名 な 鎌 倉 芳 太 郎
（1898-1983）は、大正後期から昭和初期に
かけて膨大な量の沖縄関係資料を収集した。
その分野は専門の染織を中心とした工芸か
ら、美術、建築関係、さらに文学、芸能、民
俗と多岐にわたっている。これらの資料は
「鎌倉芳太郎資料」の名で、現在沖縄県立芸
術大学附属図書・芸術資料館が所蔵している。
これらは大きく 1.文献資料（ノート、収集文
書・原稿・文献その他目録）、2.写真資料、3.
紅型型紙資料の三種に分類される。 
 この鎌倉資料のうちの写真資料（附鎌倉ノ
ート）が、「琉球芸術調査写真」（一、ガラス
原板 二、紙焼付写真 附調査記録八十一
冊）として平成 17 年に国の重要文化財の指
定を受けた。このように鎌倉芳太郎資料は、
琉球・沖縄文化の幅広い領域に関する戦前期
の貴重な資料として、沖縄文化研究の世界に
とどまらず、沖縄県民、日本国民にとって重
要な価値を有するものだという認識が広ま
っている。 
 本研究の研究代表者、分担者全員が所属す
る沖縄県立芸術大学附属研究所では、1997
年より鎌倉芳太郎資料の調査整理事業に取
り組んできている。その成果として、これま
でに『沖縄県立芸術大学附属図書・芸術資料
館所蔵 鎌倉芳太郎資料目録』（沖縄県立芸
術大学附属研究所、1998 年）、『鎌倉芳太郎
資料集第一巻 紅型型紙（一）』（同上、2002
年）、『鎌倉芳太郎資料集第二巻 紅型型紙
（二）』（同上、2003 年）、『鎌倉芳太郎資料
集 ノート篇 I 美術工芸』（同上、2004 年）、
『鎌倉芳太郎資料集 ノート篇 II 民俗・宗
教』（同上、2006 年）を刊行してきている。
また、2007 年度から 4 年間、「鎌倉芳太郎資
料の画像データベース構築・公開とその応用
的研究」として科学研究費補助金（基盤研究
（B）研究代表者：波照間永吉）の助成を受
け、鎌倉芳太郎資料デジタル画像データベー
スの構築に取り組んできた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、これまでの研究過程で構築しつ
つある画像データベースをさらに整備拡張
して、沖縄文化の諸領域の研究者や、沖縄文
化に関心を寄せる沖縄県民および国民の利
用に供することを目的とする。さらに構築中
の総合画像データベースをより広範囲の研
究に活用し、これまで以上の琉球文化研究へ
の活用の方途を探ろうとするものである。楚
のために以下の三点を研究目的とした。 
1）鎌倉芳太郎ノート資料の画像データ化完
遂とデータベース整備 
2）鎌倉芳太紅型型紙の赤外撮影データの解
析とデータベース整備 
3）鎌倉芳太郎新資料の調査・整理と総合画
像データベースの完成 
 

３．研究の方法 
 本研究は、具体的な調査研究を推進するた
めに、全体組織をデータベース構築班（柳、
久万田）、鎌倉ノート班（波照間、波平）、型
紙解析班（柳）の三班に分け、互いに緊密な
連携をとりながら研究を実施した。 
［鎌倉ノート班］ 
鎌倉芳太郎ノート全 82 冊についての写真撮
影、索引作成とデジタルデータ化を進めた。
また型紙解析班と協力して、紅型裂の画像デ
ータの編集加工作業を行った。 
［型紙解析班］ 
鎌倉芳太郎資料の紅型型紙資料の赤外線撮
影を進め、裂資料の再調査、資料名称の決
定、使用色の抽出等の作業を行った。それ
と平行して裂資料の再調査、資料名称の決
定、使用色の抽出を行った。そしてデータ
の画像処理を行いながら文字解析作業を進
めた。 
［データベース構築班］ 
これまでに試験的に公開した鎌倉資料画像
データベースの運用を行うと同時に、鎌倉
ノート班、型紙解析班の研究成果を盛り込ん
だ鎌倉芳太郎資料公開用ホームページの編
集作業と公開用ホームページの作成を行っ
た。 
 
４．研究成果 
平成23年度〜25年度の研究期間内において、
以下のような成果が得られた。 
［鎌倉ノート班］鎌倉芳太郎ノート全 82 冊
の撮影とデジタルデータ化を完了した。それ
と同時に『鎌倉芳太郎資料「文書資料」目録』
刊行のためのデータを準備作成した。 
［型紙解析班］紅型型紙資料の赤外線撮影を
完了した。 
［データベース構築班］上記の成果に基づい
て鎌倉芳太郎資料の公開用ホームページ用
データ編集作業を進めた。内訳は、刊行済み
ノートのオリジナル写真 4371 点、鎌倉芳太
郎撮影写真 1113 点、紅型型紙 1414 点である。
これに基づいて検索機能付き公開用ホーム
ページを作成、公開した。またこれらの成果
の一部を『鎌倉芳太郎資料「文書資料」目録』
として刊行した。 
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